
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋

すじ

道
みち

立てて明らか
にする

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい
ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける

思考スキル



○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置
ち

換
かん

　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体化
　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心

情を取り出す
　・ある特

とく

徴
ちょう

を持つものを示す

○抽
ちゅう

象
しょう

化
か

　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式
化する

　・�個々の事例から共通する要素を取り出して
まとめる

○関係
　・�文章どうしのつながりをとらえる
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、先の変化を予測する
　・�文章から、筆者の考えを論理的に導き出す

○類推
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す
　・�個々の共通点から、特定の事象を導き出す
　・�要素間の意味をとらえ、情報を補

おぎな

う

思考スキル



小学6年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2） （3）

21 22 23

2

27 28 29

3

5

24 25 26

（配点）各 5 点×30　計150点

通り 度（cm）

4

（1） （2） （3）

②

36 37

cm cm

（1） （2）

38 39

枚

（1） （2）

6

41 42

通り 通り

（1） （2）

46 47

cm2 cm2

（1） （2）

34 35

cm3 cm2

（1） （2）

7

（4） （5） （6）

（完答）40

（3）

43 4544

個 cm2 cm2

（1） （2） （3）

9

48 5049

度 分間 4時　　　　　　　　　　　分

（1） （2） （3）

8
32 33

（6）

30 31

m

（4） （5）

枚

①

6
1

3
13

13
555 143

11216

4
11544

7 5

15 7.4 150

10 67

90 50

55 420

113.04

190

360

452.16 374.56

1318

5820

6、8、12、16、24、32、48、96

38424

180

算数─解答と解説
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【解　説】

1（6）� A2 知識
１L＝1000cm3より、1.2L＝1200cm3です。

　1.2L÷240cm3

＝1200cm3÷240cm3

＝5

2（1）� 再現するA2 知識
（組み合わせ）

６人の中から４人を選ぶ選び方は、６人の中から選ばれない２人を選ぶ選び方と同じで

す。

6×5÷2＝15（通り）

（2）� 再現するA2 知識
（相似比）

右の図のようにA～ Eとします。

三角形ABCと三角形ADEは相似で、

相似比はBC：DE＝6：18＝1：3です。

よって、AC：AE＝1：3より、AC＝22.2× 1
3 ＝7.4（cm）です。

（3）� A2 特徴的な部分に注目する
（角度）

正方形ABCDと正三角形ABEの１辺（AB）が共通なの

で、BC＝BEとなり、三角形BCEは二等辺三角形とわ

かります。同様に、三角形ADEも二等辺三角形なので、

三角形BCEと三角形ADEは合同であり、三角形ECDは

EC＝EDの二等辺三角形とわかります。

90－60＝30（度）……角EBCの大きさ

（180－30）÷2＝75（度）……角BCEの大きさ

90－75＝15（度）……角ECD、角EDCの大きさ

180－15×2＝150（度）

（4）� 再現するA2 知識
（平均）

25×18＋14×15＝660（m）……クラス全員の記録の合計

660÷（18＋15）＝20（m）

B
A

Ｃ

Ｄ Ｅ

6cm

18cm

22.2cm

①

③

ｘ

Ａ

E

B

60°
30° 75°

75°
15°

15°

D

C

算数─解答と解説



（5）� 再現するA2 知識
（過不足算）

12＋9＝21（枚）……�10枚
まい

ずつ配るときと７枚ずつ配

るときのビスケットの枚数の差

21÷（10－7）＝7（人）……子どもの人数（右の図の□）

10×7－12＝58（枚）

（6）� 再現するB1 情報を獲得する
（約束記号）　

①　＜4▼7＞＝7×2＋4＝18

②　＜9▼ ＞＝ ×2＋9＝35

　 � ×2＝35－9＝26

　 � ＝26÷2＝13

3 　（体積と表面積）

円周率（このテストでは3.14）をくり返し利用する問題です。計算の手間を減らすために、分配

法則を利用することを意識することはできたでしょうか。

（1）� A2 再現する
右の図のように、２つの柱体に分けて考えます。

　4×4×3.14× 1
2 ×12＋4×4×3.14×

1
2 ×（12－6）

＝4×4×3.14× 1
2 ×18

＝452.16（cm3）

（2）� 再現するB1 情報を獲得する
それぞれ部分ごとに表面積を求める式を立て、合計します。

真上・真下から見える面の合計……4×4×3.14×2

左側の柱体の曲面部分……4×2×3.14× 1
2 ×12

右側の柱体の曲面部分……4×2×3.14× 1
2 ×（12－6）

左側の柱体の平面部分……6×（4×2）

　4×4×3.14×2＋4×2×3.14× 1
2 ×12＋4×2×3.14×

1
2 ×（12－6）＋6×（4×2）

＝（32＋48＋24）×3.14＋48

＝374.56（cm2）

ビスケットの枚数

10×□（枚）

7×□（枚）

9枚

12枚

12cm
6cm

4cm

4cm

算数─解答と解説



4 　（消去算）

２つの状
じょう

況
きょう

を比べて、同じところや違
ちが

うところに着目する問題です。何が原因となって高さの

差ができているのかを考えましょう。

（1）� 特徴的な部分に注目するB1 情報を獲得する
コップを重ねることによって、はみ出す部分ができます。

４個重ねたときは、はみ出す部分が３個あり、７個重ねたときは、はみ出す部分が６個

あります。

この差の6－3＝3（個分）が、高さの差の28－19＝9（cm）にあたります。

9÷3＝3（cm）･･････はみ出す部分１個分の高さ

19－3×3＝10（cm）

（2）� 順序立てて変化をとらえるB1 情報を獲得する
20個重ねて積むと、はみ出す部分は20－1＝19（個）になります。

10＋3×19＝67（cm）

5 　（約数と倍数）

約数と倍数の関係を利用して、条件に合う数を求めます。カードの表に書かれた数は、裏
うら

に書

かれた数の約数です。カードの表に書かれた数（約数）から裏に書かれた数（倍数）を求めるとき

には、すぐに１通りに決定します。カードの裏に書かれた数（倍数）から表に書かれた数（約数）

を求めるときには、複数の数から条件に合うものを選び出します。このちがいにも目を向けて

確かめておきましょう。

（1）� 再現するB1 情報を獲得する
100÷18＝5余り10より、裏に書かれている数は100－10＝90とわかります。

（2）� 置換B2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
表と裏に同じ数が書かれているのは、｢表に書かれている数×2｣が100より大きくなると

きです。

100÷2＝50より、表に50＋1＝51（以上）100以下の数が書かれているとき、表と裏に書

かれている数が同じになります。

100－51＋1＝50（枚）

（3）� 調べるB2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
表に書かれている数は、96の約数のうちのいずれかです。96

の約数は1、2、3、4、6、8、12、16、24、32、48、96です。

100－96＝4なので、表に書かれている数として考えられるの

は、4より大きい6、8、12、16、24、32、48、96とわかります。

差に注目することが
大切だよ。

約数、倍数の関係に
目を向けてみよう。

算数─解答と解説



（参考）

4より小さい数、例えば3の場合は、96よりも大きい99が裏に書かれることになります。

6 　（場合の数）

何通りあるのかをかぞえるときには、かぞえぬかしや重複に注意しましょう。正確にかぞえる

ための工夫として、樹
じゅ

形
けい

図
ず

をかいたり、場合分けをしたりして、整理してかぞえられるように

しましょう。

（1）� B1 特定の状況を仮定する 調べる
レイナさん、ヤヨイさん、イクエさん、カズミさんの４人が、C、G、H、Iの４つの席の

うちのどこかにつくことになります。レイナさんがCの席につく場合、次の樹形図より、

この４人の席のつき方は６通りです。

ヤヨイさん、イクエさん、カズミさんがCの席につく場合も同様に６通りずつあります。

よって、この４人の席のつき方は6×4＝24（通り）です。

したがって、９人の席のつき方も24通りあります。

（2）� 調べるB2 特定の状況を仮定する 特徴的な部分に注目する
ジロウ君とツバサ君の２人がつく席として考えられるのは、（B、D）、（B、G）、（B、I）、

（C、D）、（C、G）、（C、H）、（D、H）、（D、I）の８組です。

２人が（B、D）の席につく場合を考えます。

ジロウ君がB、ツバサ君がDについた場合、９人の席のつき方は、（1）より24通りです。

また、ジロウ君がD、ツバサ君がBについた場合も同様に24通りです。よって、２人が（B、

D）の席につく場合、９人の席のつき方は24＋24＝48（通り）です。

２人が他の７組の席につく場合も同様に、９人の席のつき方は48通りずつあります。

よって、９人の席のつき方は、全部で48×8＝384（通り）あります。

もれや重複がないように順序立
てて調べることが大切だよ。

C

レ
レ・・・・・・レイナ
ヤ・・・・・・ヤヨイ
イ・・・・・・イクエ
カ・・・・・・カズミ

G

イ

カ

ヤ

H

イ

カ
ヤ

カ
ヤ

イ

カ

イ
カ

ヤ
イ

ヤ

I

算数─解答と解説



7 　（立体と規則性）

規則性の問題では、どのようなきまりがあるのかを見つけることが大切です。規則がすぐに見

つからなかったら、わかることを書き出しながら考えていきましょう。また、規則がわかったら、

調べて答えを出すだけでなく、計算でも求められるように規則を整理してみましょう。

（1）� 再現するB1 情報を獲得する
1＋2×2＋3×3＋4×4＋5×5＝55（個）

（2）� 視点を変えるB1 調べる
1×1×10×10＝100（cm2）……真上から見たときに見える面積

1×1×（1＋2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＋9＋10）＝55（cm2）……�真正面から見たときに見える

面積

真下から見たときに見える面積は真上と同じ100cm2、右横、正面の裏、左横から見たと

きに見える面積は真正面と同じ55cm2です。

100×2＋55×4＝420（cm2）

（3）� 視点を変えるB2 順序立てて変化をとらえる
真上から見える黒い部分は、１段目、３段目、５段目、…、19段目の20÷2＝10（段）です。

1×1＝１（cm2）……真上から見える１段目の黒い部分の面積

3×3－2×2＝5（cm2）……真上から見える３段目の黒い部分の面積

5×5－4×4＝9（cm2）……真上から見える５段目の黒い部分の面積

　…

19×19－18×18＝37（cm2）……真上から見える19段目の黒い部分の面積

上で求めた1、5、9、…、37は４ずつ増える等差数列となっていることがわかります。

よって、真上から見える黒い部分の面積の合計は、（1＋37）×10÷2＝190（cm2）となります。

8 　（図形の回転）

複雑な図形の面積を求める場合は、『いくつかに分けて和を求める』『大きい部分の面積から余

計な部分を引く』『等積変形をする』などの方法を利用しなくてはいけません。どういった方法

を使えばよさそうか、まずは方針を立てることが大切です。

（1）� 特徴的な部分に注目するB1 情報を獲得する
大きな正方形の面積から４つの直角三角形の面積をひきます。

12＋6＝18（cm）……大きな正方形の１辺の長さ

18×18＝324（cm2）……大きな正方形の面積

12×6÷2×4＝144（cm2）……４つの直角三角形の面積の和

324－144＝180（cm2）

長さが等しい部分に
注目しよう。

算数─解答と解説



（2）� 置換B2 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する
辺ADが通ったあとは、下の図の斜

しゃ

線
せん

部分になります。

斜線部分の面積は、（おうぎ形ACA’の面積）と（直角三角形A’CD’の面積）の和から（三角形

ACDの面積）と（おうぎ形DCD’の面積）の和をひくと求められます。

三角形ACDと三角形A’ CD’は合同なので、斜線部分の面積は、（おうぎ形ACA’の面積）－

（おうぎ形DCD’の面積）と等しくなります。　　　

おうぎ形ACA’の半径×半径の値（AC×AC）は、（1）より180とわかります。

180×3.14× 90
360 －6×6×3.14×

90
360 ＝113.04（cm

2）

9 　（時計算）

時計算は、長
ちょう

針
しん

と短針の旅人算と考えることができます。長針と短針は１分間に5.5度ずつ近づ

いたりはなれたりすることは必ずおさえておきましょう。ただし、（2）では長針と短針が進んだ

角度の「和」に注目する必要があり、その和が１分間に6.5度となることに注意しましょう。

（1）� 再現するB1 情報を獲得する
右の図のように、進んだ角度の和は360度になります。

（2）� 再現するB1 情報を獲得する
長針は１分間に360÷60＝6（度）、短針は１分間に

360÷12÷60＝0.5（度）進むので、長針と短針は

１分間に合わせて6＋0.5＝6.5（度）進みます。

よって、360÷6.5＝55 513 より、55
5
13 分間とわかります。

（3）� B2 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する
オサム君がうたた寝

ね

をしている間に短針は0.5×55 513 ＝

27 913（度）進みます。これは、オサム君が目を覚ましたとき

に長針と短針が作る小さい方の角です。４時のときに長針と

短針がつくる角は30×4＝120（度）なので、（120－27 913 ）÷（6

－0.5）＝16 112143 より、４時16
112
143 分です。

A

B C D’

A’

12cm

6cm

B’

D

12

6

3

2
1

10

48

11

57

9
短針

長針

「時計」が題材だけ
ど「旅人算」と同じ
考え方だよ。
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小学6年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各3点×8＝24点
□2　（9）4点
　　他各3点×8＝24点
□3　各3点×8＝24点
□4　各3点×8＝24点

計100点

（配点）

2

3

（1） （2）

21 22 23

色 色

ため。

（3） （4）

24 25 26

（5） （6）

27

g ％ gg

（2） （3） （4） 4

（7）

28

ホ
ウ
酸
水

食
塩
水

（1）

29 30 31 （完答）32

（6） （7） （8）（5）

42 43 44 45

（2） （3） （4）（1）

38 39 （完答）40 41

（6） （7） （8）（5）

50 51 52 53

cm3 cm3g

（2） （3） （4）（1）

46 47 48 49

g g gg

（6） （7） （8）（5）

33 （完答）34 35 36

をふせぐため。

（9）

37

緑 黄 ウ

95 27.9 26.6 18.31

イ イ イ イ・エ

エ イ カ ウ

エ ウ ア・ウ アンモナイト

④＜③＜①＝②
（①＝②>③>④）

54 46 55

40 60 48 52

ウ ア・オ イ ア

液 体 が 連 続 し て 流 れ る こ

と で ろ 過 を 速 く す る

天 敵 に 見 つ か っ て 食

べ ら れ る こ と
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【解　説】

1　もののとけ方についての問題

（1） A1 知識

　BTBよう液は酸性で黄色、中性で緑色、アルカリ性で青色になる指示薬です。食塩（塩化ナト

リウム）がとけている食塩水は中性の水よう液なので、BTBよう液を加えると緑色になります。

また、ホウ酸がとけているホウ酸水は酸性の水よう液なので、BTBよう液を加えると黄色になり

ます。

（2） A2 知識 分類

　食塩が水に『とける』ときは、食塩の粒がたくさん集まって目に見える状態だったものが、水の

中で１粒ずつバラバラになって散らばったので、目に見えない状態になったと考えることができ

ます。ウの二酸化炭素が水にとけるのも同じように考えることができます。アとエで用いられて

いる『とける』ということばは、温度が上昇することによってものの状態が固体から液体に変化し

たことを示すものです。イで用いられている『とける』ということばは、おたがいに化学変化を起

こして別の物質に変化してしまったことを示しています。

（3） B1 抽象化 置換

　表より、80℃の水100gには38gの食塩がとけるので、その2.5倍の量となる250gの水には、38×

2.5＝95（g）の食塩がとけるとわかります。

（4） B1 理由 比較

　80℃の水150gには、23.5×1.5＝35.25（g）のホウ酸をとかすことができます。水の量を変えない

ままで温度を20℃にまで下げると、4.9×1.5＝7.35（g）までのホウ酸しかとかすことができないの

で、35.25－7.35＝27.9（g）のホウ酸がとけきらずに結晶となって出てきます。

（5） B1 理由 置換

　表より、40℃の水100gには36.3gの食塩がとけます。すると、40℃で食塩を限界までとかした

食塩水（これをほう和食塩水といいます）の重さは、100＋36.3＝136.3（g）になります。水よう液

の濃さは、水よう液全体の重さに対するとけたものの重さの割合を百分率（％）で表したものなの

で、このようにしてつくったほう和食塩水の濃さは、36.3÷136.3×100＝26.63…＝26.6（％）と求

められます。

（6） B1 抽象化 比較

　5％のホウ酸水200gには、200×0.05＝10（g）のホウ酸が、200－10＝190（g）の水にとけた状態

になっています。表より、60℃の水190gには、14.9×1.9＝28.31（g）のホウ酸がとけるとわかるた

め、28.31－10＝18.31（g）のホウ酸をさらにとかせます。

（7） B2 理由 比較 具体化

　ろ過を行うときは、ろうとの先をビーカーの内側のかべにつけることで、ろ過された液体（こ

れを『ろ液』といいます。）が、ビーカーの内側のかべを伝って連続して流れるようにします。ろう
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との先がビーカーの内側のかべからはなれていると、ろ液がろうとの先でしずくになってなかな

か流れないため、ろ過をするのに時間がかかってしまいます。

2　アゲハチョウについての問題

（1） A1 知識

　アゲハチョウのメスがうむ卵は、イのような球形をしていて、大きさは１mmぐらいです。

（2） A1 知識

　アゲハチョウの幼虫はイのようなすがたをしていて、からだに目玉のようなもようがついてい

たり、臭
しゅう

覚
かく

と呼ばれるつののような部分から独特なにおいを出したりすることによって、外敵か

ら身を守っています。アはカブトムシの幼虫、ウはモンシロチョウの幼虫、エはテントウムシの

幼虫をそれぞれえがいたものです。

（3） A2 知識 分類

　アゲハチョウ（ナミアゲハ）の幼虫は、ミカン・サンショウ・ユズなどの葉を食べて生活してい

ます。

（4） A2 知識 分類

　アゲハチョウの成虫には、白と黒の美しいもようをしたはねが胸の部分に４枚ついています。

ハエには２枚のはねがあり、ノミにははねがないことから、答えはイとエの２つになります。

（5） A1 知識

　アゲハチョウは１年の間に２～３回卵から成虫になりますが、寒い冬の時期にさなぎになった

ものは、すぐに羽化して成虫になることはせず、さなぎのままでしばらくすごしたのち、春に羽

化します。

（6） A2 知識 分類

　テントウムシとカブトムシは、アゲハチョウと同じように卵→幼虫→さなぎ→成虫とすがたを

変えて育ちます。このような育ち方を完全変態といいます。一方、バッタ・セミ・トンボなどは

卵→幼虫→成虫と変化していき、さなぎの時期がありません。このような育ち方を不完全変態と

いいます。

（7） B1 抽象化 比較

　実験１の結果が示されている表より、表面がつるつるになっている紙にとまらせた幼虫の大部

分（40匹中35匹）は、緑色のさなぎになっていることがわかります。一方、表面がざらざらになっ

ている紙にとまらせた幼虫の大部分（40匹中37匹）は、茶色のさなぎになっていることがわかりま

す。これらのことから、イが答えになるとわかります。

（8） B1 比較 類推

　実験２では、表面の状態や色に関係なく、すべての幼虫が茶色のさなぎになったことから、真

っ暗な場所では茶色のさなぎができやすいといえます。
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（9） B2 理由 類推 具体化

　真っ暗ではない場所でアゲハチョウの幼虫がさなぎになるとき、まわりの色ではなく表面の状

態を触
しょっ

角
かく

で感じ取り、つるつるしているならば葉にとまっていて、ざらざらしているならば木の

枝にとまっていると判断してさなぎの色を変えていることが予想されます。このようにして、と

まっている場所の色に似せることにより、天敵（他の動物）に見つかりにくくして、食べられるこ

とをふせぎながら、無防備なさなぎの時期をすごしていると考えられます。

3　地層の読み取りについての問題

（1） A1 知識

　火山灰は火山のふん火によって出てくるものなので、地層の中に火山灰の層があるときは、昔

に近くの火山がふん火して、その火口から出た火山灰が風に飛ばされてこの場所まで運ばれたこ

とがわかります。

（2） A2 知識 分類

　地層の中で火山灰の層が押し固められると、ぎょうかい岩とよばれる岩石となります。図２の

柱状図を見ると、溶岩の層やマグマが地下で固まった層などは見られないため、火成岩のアやイ

はあてはまりません。また、石灰岩が変化してできる大理石は、石灰岩の層やその前後の層で見

られることから、エもあてはまりません。

（3） B1 理由 比較

　川から運ばれてきた土砂は河口付近にたい積しますが、このとき、粒の大きな小石は河口に近

い浅い海底にたい積し、粒の細かいねん土は遠くまで流されて深い海底にたい積します。Ｃ地点

の柱状図において、たい積した順に③→②→①と見ていくと、小石→砂→ねん土といったように

たい積した粒がだんだんと細かくなっていることがわかるため、このＣ地点の環境は、海底が沈
ちん

降
こう

（下に沈んでいくこと）したか、あるいは海面が上昇したことなどが原因となって、浅い海底か

ら深い海底へと変化したと考えられます。

（4） A1 知識

　図３のような巻き貝は、およそ４億年前から7000万年前の期間に生息していたアンモナイトの

化石です。

（5） A2 知識 分類

　アンモナイトが浅い海底に多く生息していた時代を中
ちゅう

生
せい

代
だい

とよんでいます。同じ中生代の後期

にはキョウリュウも生息していたことから、アンモナイトとならんでキョウリュウの化石も中生

代の代表的な示準化石として知られています。

アゲハチョウとモンシロチョウ
では、同じチョウでも卵や幼虫
のすがたに違いがあることに注
意しましょう
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（6） A2 知識 比較

　サンゴはあたたかくて浅くきれいな海で生息する、とても小さな動物です。このような場所に

生息するサンゴの化石が見られるのは、その層がたい積したときの環境があたたかくて浅い海だ

ったからです。

（7） B1 比較 抽象化

　Ａ～Ｃ地点すべての柱状図に共通して見られる砂の層の位置を

参考に考えます。まず、標高がともに90mであるＡ地点とその北

東に位置するＢ地点において、Ａ地点では地表から30m下に砂の

層があり、Ｂ地点では50m下に同じ砂の層があります。このこと

からこの地域では北東に向けて地層が下がっていることがわかり

ます。次に、標高90mのＡ地点とその南東に位置する標高80mの

Ｃ地点において、Ａ地点では地表から30m下に砂の層があり、Ａ

地点より10m低いＣ地点では20m下に砂の層があります。右図で

もわかるように、10m低い地表から20mほった場所は、Ａ地点で

砂の層が見られた場所と同じ高さになるため、北西から南東に結

ぶ方向には地層が傾いていないことがわかります。これらのこと

から、答えはカになります。

（8） B1 比較 抽象化

　Ａ地点とＢ地点で地層が20m下がっていることを参考にすると、

標高がともに80mでＣ地点の北東に位置するＤ地点では、Ｃ地点

の地表を20mほった場所に見られる砂の層が、20＋20＝40（m）ほ

った場所に見られるはずです。このことから、地表から40m下に

砂の層があるウが答えだとわかります。

4　浮力についての問題

（1） B1 理由 置換

　図１において、水の中に入れたおもりの体積は40cm3なので、40cm3の水が押しのけられます。

１cm3の水は１gであることがわかっているので、図１で押しのけられた水の重さは40gになりま

す。

（2） B1 理由 置換

　液体中にある物体は、その物体が押しのけた液体の重さと同じ大きさの浮力を受けることがわ

かっています。図１では40gの水が押しのけられているので、水中にあるおもりは40gの浮力を受

けます。このことから、ばねはかりが示す値は、100－40＝60（g）になります。

A（90m）

30m

B（90m）

50m

A（90m）

30m
C（80m）

20m
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（3） B1 比較 置換

　図１と同じ40cm3のおもりすべてがしずむことによって40cm3の食塩水が押しのけられますが、

この実験で用いた食塩水１cm3は1.2gの重さがあるため、図２で押しのけられた食塩水の重さは、

40×1.2＝48（g）と求められます。

（4） B1 比較 置換

　（3）で、押しのけられた食塩水の重さが48gとなっているため、図２ではおもりに48gの浮力が

はたらき、ばねはかりが示す値は、100－48＝52（g）になります。

（5） B1 理由 比較

　①と②では、おもりにはたらく浮力は②の方が小さくなりますが、どちらもビーカー・水・わ

りばしにつるしたおもりの重さすべてを台ばかりが支えているため、台ばかりの示す値は等しく

なります。③と④では、おもりの重さが天井によっても支えられているため、台ばかりの示す値

は①や②より小さくなります。さらに、④より③の方が押しのける水の体積が大きくなるため、

③の方が大きな浮力がはたらいて天井が支える力は小さくなり、その分台ばかりの支える力は大

きくなります。これらのことから、台ばかりの示す値の大小を等号と不等号で表すと、④＜③＜

①＝②（または①＝②＞③＞④）のようになります。

（6） B1 理由 置換

　重さが54gのおもりのすべての重さを、水による浮力だけで支えなければならないので、図４

で木片にはたらく浮力は54gになります。

（7） B1 理由 置換

　１cm3が１gの水を54g分押しのけるためには、木片が54cm3しずむ必要があります。したがって、

液面よりも上にある部分の木片の体積は、100－54＝46（cm3）になります。

（8） B1 理由 置換

　１cm3が1.2gの食塩水を54g分押しのけるためには、54÷1.2＝45（cm3）しずむ必要があります。

したがって、食塩水の液面より上にある部分の体積は、100－45＝55（cm3）になります。

木片などの物体が液体に浮いているときは、
「物体の重さ＝物体にはたらく浮力」である
ことに注目しましょう
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（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合��…－１点
・�文章表現の不備がある場合��…－１点
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日本の自動車会社はアメリカ合衆国に工場

をつくり、現地の労働者を雇って生産し、

日本車の輸出量を減らして
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た め 。

東海道

リ ニ ア

コンテナウキイア

イ自動車ウ

横浜エ エウイエ

ウカ

アオ

日本の自動車会社はアメリカ合衆国に工場

をつくり、現地の労働者を雇って生産し、

日本車の輸出量を減らして
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【解　説】
1　貿易に関する問題
問１

（１） A1 知識
　アメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

との貿易総額は約23兆2037億円で、中国との貿易総額約33兆3490億円に次ぐ
貿易相手国となっています。日本とアメリカ合衆国の貿易は日本側が約７兆円の黒字となってい
て、これに不満を持つトランプ大統領は鉄

てっ

鋼
こう

とアルミニウムの輸入制限を発動するなどしていま
す。イは対中国、ウは対オーストラリア、エは対韓

かん

国
こく

の輸出入割
わり

合
あい

です。

（２） B2 知識 抽象化 理由
　1980年代から日本とアメリカ合衆国の間
で、自動車をめぐって貿易摩

ま

擦
さつ

が発生し、日
本の自動車会社はアメリカ合衆国に自動車工
場を建設し現地で労働者を雇

こ

用
よう

したり、自主
的に輸出量を減らしたりするなどの対応を実

じっ

施
し

しました。
問２　
ａ B1 置換
　機械類の輸入額は2000年から2017年の間に約6.55倍増加していることが分かります。

ｂ B1 置換
　衣類の輸入額については約1.2倍増加していますが、全体に占

し

める割合は16.1％減少しています。

ｃ B1 置換
　ｃは2000年の中国の占める割合が59414÷409384を計算して約14.5％、2017年の中国の占める
割合が184593÷753792を計算して約24.5％ですので10％となります。

問３　 A1 知識
　イは魚

ぎょ

介
かい

類
るい

の輸入先、ウははき物の輸入先、エは二輪自動車の輸出先です。

問４　 A1 知識
　2017年の日本の輸入品を見ると、石油や液化ガスといったエネルギー資

し

源
げん

よりも機械類の方が
多くなっていることが分かります。これはアジア諸

しょ

国
こく

の工業化が進んだこと、日本の企
き

業
ぎょう

が海外
に進出したことなどが背

はい

景
けい

にあります。アは1960年の日本の輸出品、ウは2017年の日本の輸出品、
エは1934 ～ 1936年平均の日本の輸入品です。アとウを比

ひ

較
かく

するとせんい工業が日本の輸出品に
占める割合が大きく低下していることが分かります。

問５　 A3 知識 置換 分類
　成田国際空港は輸出入とも付加価

か

値
ち

の高い製品が多くなっています。名古屋港や横
よこ

浜
はま

港は背
はい

後
ご

に大
だい

規
き

模
ぼ

な自動車工場があることを反
はん

映
えい

して、自動車関連の輸出が多くなっています。東京港は
大消費地が背後にあることを反映して、衣類や魚介類、肉類の輸入が多くなっています。

問６　 A2 知識 抽象化
　集積回路や医薬品、貴

き

金
きん

属
ぞく

などは小型かつ軽量である割
わり

に価格が高いため、製品価格に占
し

める
輸送費の割合が小さくなり高額な航空運

うん

賃
ちん

にも耐
た

えられることから、空港での取
とり

扱
あつかい

量
りょう

が多くなっ

字数指定のない記述問題
は、解答らんの大きさを
てがかりにするんだニャ
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ています。
問７　 A1 知識
　コンテナは大きさが規格化されていて輸送に便利なため、現在多種多

た

彩
さい

な貨物輸送に使用され
ています。
問８　 A1 知識
　経

けい

済
ざい

連
れん

携
けい

協
きょう

定
てい

（EPA）は、物の移動の自由化や人の移動の円
えん

滑
かつ

化
か

、知的財
ざい

産
さん

権
けん

の保護などで連
携することを認

みと

めた協定のことです。環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

経済連携協定（TPP）は太平洋を取
と

り巻
ま

く諸国で
結ばれる協定で、参加国は日本の他は、マレーシア、ベトナム、ブルネイ、シンガポール、オー
ストラリア、ニュージーランド、チリ、ペルー、メキシコ、アメリカ合衆国、カナダです。ただ
しアメリカ合衆国はトランプ大統領がTPPからの脱

だっ

退
たい

を2017年に表明しました。現在アメリカ合
衆国を除

のぞ

く11カ国による発効に向けての署
しょ

名
めい

が終
しゅう

了
りょう

しています。なおWTOは世界貿易機関の略
称です。

問９　 A1 知識
　オーストラリアは2016年の鉄鉱石の輸出量、2015年の石炭の輸出量がともに世界１位となって
います。石炭は産出量でみると中国やインドなどの方が多いのですが、オーストラリアは人口が
少なく国内で消費する量が少ないため輸出量が多くなっています。イはアメリカ合衆国、ウは中
国、エはブラジルです。

2　情報・交通に関する問題
問１

（１） A2 比較知識
　インターネットでは誰

だれ

でも自分の意見を述べ、同意できない意見に対して批
ひ

判
はん

することが認め
られていますが、批判する際は暴力的な言葉づかいをしないなどの配

はい

慮
りょ

が必要です。

（２） A2 知識 比較
　インターネットはすべてのコンテンツが無料というわけではないので、使用前によく確認する
ことが大切です。またインターネットは文字だけでなく動画も見ることができるため、見る側に
とって分かりやすいという長所があります。

（３） A1 知識
　メディアリテラシーは情報を評価したり識別したりする能力のことで、日本でも一部の教育の
分野でメディアリテラシーを育てる教育が導入されてきています。フェイクニュースは日本語で
は虚

きょ

偽
ぎ

報
ほう

道
どう

といい、事実と異
こと

なる情報を報道したりすること、ｅラーニングは情報技術を用いて
行う学習のこと、インターネットバンキングはインターネットを介

かい

した銀行などの取引サービス
のことです。
問２　 A1 知識
　本や写真、動画や雑

ざっ

誌
し

など人間がつくりだしたあらゆるものには、作者の権
けん

利
り

である著
ちょ

作
さく

権
けん

が
認められています。従

したが

って他人の文章や写真などをそのまま使用して出版することは認められて
いません。違

い

反
はん

した場合には賠
ばい

償
しょう

金
きん

などを請
せい

求
きゅう

されることがあります。無断で写真や映
えい

像
ぞう

を撮
と

ら
れたり、公開されたりしないように主張できる権利が肖

しょう

像
ぞう

権
けん

です。
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問３　 A1 知識
　明治５年に開通した最初の鉄道は、新橋駅付近の汐

しお

留
どめ

と現在の横浜市桜木町駅の間を結んでい
ました。横浜駅は昭和３年に現在地に移転しています。
問４　 A1 知識
　国内の旅客輸送量は自動車、鉄道、航空、船舶の順になっています。
問５　記号 A2 知識 置換比較 　交通機関 A1 知識
　貨物輸送は自動車（トラック）による輸送が中心で、特に宅

たく

配
はい

便
びん

やメール便といった少量物品
の輸送に多く使用されています。近年はトラック運転手の不足などから旅客と貨物を同時に運ぶ
貨客混

こん

載
さい

などの取り組みが進められています。鉄道による貨物輸送は自動車に押
お

されて減少を続
けていましたが、エネルギー消費量が少ないことなどから見直しが進められています。

問６　 A3 知識 具体化 置換
　Ｘの路線は東北自動車道で、アの盛

もり

岡
おか

市、ウの福島市、エの仙
せん

台
だい

市などを通って埼玉県の川口
市と青森県青森市の間を結んでいます。イは山形市で、東北自動車道から分

ぶん

岐
き

する山形自動車道
などが通っています。
問７　 A1 知識
　東海道新幹線は東京オリンピック開会直前の昭和39年10月１日に開業した、世界初の高速鉄道
です。
問８

（１） A3 知識 抽象化 置換
　まず地図の新

しん

幹
かん

線
せん

を確定します。アは東北新幹線、イは上
じょう

越
えつ

新幹線、ウは北陸新幹線、エは東
海道新幹線、オは山陽新幹線、カは九州新幹線です。駅弁の名前に阿

あ

蘇
そ

や桜島など九州の火山の
名前が入っていること、博多の名産品とされる辛

から

子
し

明太子があることから、カの九州新幹線と判
断します。

（２） A3 知識 具体化 置換
　雨温図は降

こう

水
すい

量
りょう

が少なく年平均気温が低い中央高地の特色を示す長野市のものですので、ウの
北陸新幹線となります。

（３） B1 置換
　東北新幹線の開通により盛岡と青森（新青森）間は約２時間16分が55分に、八戸と青森（新青
森）間は１時間３分が25分にそれぞれ短

たん

縮
しゅく

されました。新青森駅は東北新幹線の延
えん

伸
しん

に合わせて
新たに設けられた駅で、青森駅から約3.9kmのところにあります。
問９　 A1 知識
　リニア中央新幹線は超

ちょう

伝
でん

導
どう

磁
じ

気
き

浮
ふ

上
じょう

式
しき

の新幹線で、最高時速505kmで走行する予定です。現在
東京の品川駅と名古屋駅間で2027年の開業を目指して工事が進められていて、開業すると東京と
名古屋は40分で結ばれる予定です。

3　貨
か

幣
へい

の歴史に関する問題
問１　 A2 分類知識
　和

わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

は元明天
てん

皇
のう

の時代の708年につくられました。アの三世一身法は723年に元正天皇によ
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って定められました。イは聖
しょう

武
む

天皇によって743年に出された大仏造
ぞう

立
りゅう

の 詔
みことのり

のことです。ウの万葉
集は759年～780年頃にかけて成立したとされています。エは694年に持統天皇によって建設された
藤原京のことですので、エとなります。
問２　② A1 知識　③ A1 知識
　宋

そう

は960年～ 1279年の間の王朝で、元に滅
ほろ

ぼされました。平氏や鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

は日宋貿易を展
てん

開
かい

しま
した。明は1368年～ 1644年の間の王朝で、足利義満は1404年に明との貿易を開始しました。

問３　 B1 知識 理由
　明との正式な貿易船は勘

かん

合
ごう

と呼
よ

ばれる割
わり

符
ふ

を所持し
ましたが、これは当時中国や朝

ちょう

鮮
せん

沿
えん

岸
がん

で人や物を略
りゃく

奪
だつ

したり密
みつ

貿
ぼう

易
えき

を行ったりした、倭
わ

寇
こう

と呼ばれる武
ぶ

装
そう

集
しゅう

団
だん

と区別するためでした。貿易船が所持した勘合は、
寧
ニン

波
ポー

と北
ペ

京
キン

で照合されました。
問４　 A1 知識
　江

え

戸
ど

時代は金・銀・銭
せん

の３種類の貨幣が使用されていましたが、これらの貨幣を交
こう

換
かん

する仕事を
したのが両替商でした。３種類の貨幣はそれぞれ金座・銀座・銭座で生産されました。

問５　単位 B1 具体化　率 A1 知識
　地券は土地の所有権の確

かく

認
にん

証
しょう

で土地の場所、所有者、面積、地価などが記
き

載
さい

されていました。明
治政府は現金で税を納

おさ

めるしくみにするため、土地の値
ね

段
だん

である地価を定めその３％を現金で納め
ることとしました。これを地

ち

租
そ

改
かい

正
せい

といいます。通貨単位については1871年に定められた新貨条例
により、貨

か

幣
へい

の基準単位が両から円に切り替えられ、補助単位として銭と厘
りん

が導入されました。文
は奈良時代から通貨の単位として使われ始め、明治時代になるまで一部の時代を除いて使われてい
た通貨の単位です。

問６　 A2 知識 比較
　1910年に日本は韓国を併

へい

合
ごう

し、韓国は朝鮮と呼ばれるようになりました。その後朝
ちょう

鮮
せん

総
そう

督
とく

府
ふ

によ
り日本による朝鮮の統治が進められていきました。イは1915年に中国の袁

えん

世
せい

凱
がい

大総統に対して出さ
れた、二十一か条の要求にあった内容です。
問７　 A2 知識 関係比較
　東日本大

だい

震
しん

災
さい

が起きたのは2011（平成23）年３月、消費税が８％となったのは2014（平成26）
年４月、長野冬季オリンピックが開

かい

催
さい

されたのは1998（平成10）年２月、アメリカで同時多発テロ
が起きたのは2001（平成13）年９月のことです。東日本大震災が起きたときの首相は菅

かん

直
なお

人
と

で、
2010年６月から2011年９月まで首相の座にありました。安

あ

倍
べ

晋
しん

三
ぞう

は2006年９月～ 2007年９月の間
と2012年12月から現在まで、橋

はし

本
もと

龍
りゅう

太
た

郎
ろう

は1996年１月から1998年７月の間、小
こ

泉
いずみ

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

は2001年
４月から2006年９月の間、それぞれ首相を務めました。
問８　 A2 比較知識
　渋

しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は一橋家、江戸幕府に仕えたのち、明治政府の大
おお

蔵
くら

省
しょう

で税制改
かい

革
かく

などにあたり、退官後
は第一国立銀行、大

おお

阪
さか

紡
ぼう

績
せき

会
がい

社
しゃ

、東京証券取引所の設立などに関わった人物です。アは板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

、
ウは吉

よし

野
の

作
さく

造
ぞう

、エは野口英世のことです。

解答を書き終えたら、必
ず読み返してみるニャ
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4　日本国憲法に関する問題
問１　 A1 知識
　日本国憲

けん

法
ぽう

（以下憲法）では天皇は国民統合の象
しょう

徴
ちょう

とされました。象徴とは抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

なものを具体
的なもので表すことです。
問２　 A2 分類知識
　国

こく

事
じ

行
こう

為
い

の内容は憲法第７条などに定められています。天皇の国事行為については憲法第３条で、
「天皇の国事に関するすべての行為には、内

ない

閣
かく

の助言と承
しょう

認
にん

を必要とし、内閣が、その責任を負う。」
と定められています。

問３　 A2 知識 分類
　自由権には身体の自由、精神の自由（表現の自由、信教の自由など）、経済活動の自由、居住・
移転・職業選

せん

択
たく

の自由などがあります。アとイは精神の自由、エは職業選択の自由です。

問４　 A2 知識 分類
　憲法第14条により、あらゆる差別は禁止されています。性別を理由とした就

しゅう

職
しょく

に関する差別的な
取
と

り扱
あつか

いは、昭和60年に成立した男女雇
こ

用
よう

機会均等法で禁止されています。そのためアは保育士、
イは客室乗務員、エは営業職と求人広告には明記しなければなりません。会社内で役職に応じて仕
事に差があるなど合理的理由のある区別は認められるとされています。
問５　 A1 知識
　生

せい

存
ぞん

権
けん

は社会権に含
ふく

まれる権利で、社会権には他に教育を受ける権利や労働基本権が含まれます。
生存権とは人間らしい生活を営む権利のことです。

問６　 A2 知識 比較
　労働三

さん

権
けん

のうち団
だん

体
たい

交
こう

渉
しょう

権
けん

は労働者が雇用者と話し合う権利、団結権は労働者が労働組合などを
結成する権利、団体行動権は労働者がストライキなどを行う権利のことです。
問７　 A1 知識
　日本国憲法では国民の義務として、子どもに普

ふ

通
つう

教
きょう

育
いく

を受けさせる義務が第26条、勤
きん

労
ろう

の義務が
第27条、納

のう

税
ぜい

の義務が第30条でそれぞれ定められています。大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲法では第20条で兵
へい

役
えき

の
義務が、第21条で納税の義務が定められていました。
問８　 A1 知識
　戦争の放

ほう

棄
き

について定められた憲法第９条の条文は、入学試験でも様々な角度から出題されてい
ますので、しっかり頭に入れておくことが必要です。
問９　 A2 分類知識
　憲法改正に必要な発議は、憲法第96条で、各議院の総議員の３分の２以上の賛成でできることに
なっています。国会で発議されたあと国民投票でその過半数の賛成を得た場合、天皇が国民の名で
公布します。
問10　 A2 比較知識
　憲法は制定から70年以上経ちましたが、一度も改正が行われていません。その間社会には様々な
変化が生まれてきたため、憲法に書かれていない新しい権利が認められるようになってきています。
例えば環

かん

境
きょう

権
けん

の中の日照権、生き方を自分で決めることのできる自己決定権、知る権利などです。
外国人の国政参政権については認められていません。

社会─解答と解説



（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合…－１点
・1問１（２）
　�「現地」・「労働者」・「輸出」の３つの語句いずれも使用されて
いない場合…不正解
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【
解　

説
】

　
�　

宮み
や

部べ

み
ゆ
き
「
チ
ヨ
子
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
着
ぐ
る
み
の
頭
を
か

ぶ
る
と
、
目
に
す
る
人
が
み
な
子
ど
も
の
こ
ろ
大
切
に
し
て
い
た
玩お
も

具ち
ゃ

の

姿
に
見
え
る
と
い
う
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
設
定
を
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
不
思
議
な
出
来
事
に
遭そ
う

遇ぐ
う

し
た
「
わ
た
し
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
面
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
て
い
ね
い
に
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ｂ
１

具
体
化

知
識

　

物
語
文
な
ら
で
は
の
表
現
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

で
の
心
情
を

読
み
取
る
問
題
で
す
。（
Ａ
）
の
「
火
が
つ
い
た
み
た
い
に
」
は
、
激

し
い
感
情
の
高
ぶ
り
か
ら
大
声
を
上
げ
る
様
子
を
表
す
た
め
イ
で
す
。

（
Ｂ
）
の
「
一
本
調
子
」
は
抑よ
く

揚よ
う

の
な
い
話
し
方
を
表
し
ま
す
。
店
長

が
ガ
ン
ダ
ム
に
見
え
る
と
い
う
状
況
に
混
乱
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
見

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
様
子
を
表
し
ま
す
。（
Ｃ
）の「
し
ゃ
に
む
に
」

は
他
の
こ
と
は
考
え
な
い
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
強
引
に
物
事
を
進
め
る

様
子
を
表
し
ま
す
。

問
二　

Ｂ
１
置
換

　
　

灰
色
の
ク
マ
が
見
え
た
た
め
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
ウ
サ
ギ
の
頭
を
脱ぬ

ぎ

捨す

て
た
「
わ
た
し
」
の
前
に
は
田
中
さ
ん
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
「
わ
た
し
」
が
田
中
さ
ん
に
今
い
る
場
所
か
ら
動
か
な
い
よ
う
に
頼

ん
で
「
も
う
一
度
ウ
サ
ギ
の
頭
を
か
ぶ
」
り
、
目
を
開
け
た
と
き
に
見

え
た
の
が
、

━
線
①
の
「
何
よ
び
っ
く
り
す
る
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う

仕
草
を
し
て
い
る
」灰
色
の
ク
マ
で
し
た
。
こ
の
状
況
か
ら
、「
わ
た
し
」

に
は
灰
色
の
ク
マ
に
見
え
て
い
る
の
が
田
中
さ
ん
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

問
三　

Ａ
２
知
識

　
　

本
来
は
「
こ
の
ピ
ン
ク
の
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
を
か
ぶ
り
、
の
ぞ
き

穴
か
ら
外
を
見
る
と
、（
み
ん
な
が
着
ぐ
る
み
を
）
着
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
だ
」
で
あ
る
は
ず
の
語
順
が
入い

れ
替か

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
入
れ
替
え
て
文
頭
に
来
る
内
容
を
強
調
す
る
表
現
方
法
を
倒と
う

置ち

法ほ
う

と
い
い
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

店
員
さ
ん
が
着
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
「
着
ぐ
る
み
」
の
正
体

に
「
わ
た
し
」
が
気
づ
く
の
は
、
更こ
う

衣い

室し
つ

の
鏡
で
自
分
の
姿
が
チ
ヨ
子

に
見
え
た
と
き
で
し
た
。「
そ
し
て
そ
の
と
き
、
閃ひ
ら
め

い
た
。
～
そ
れ
が

見
え
る
の
だ
」
に
、「
わ
た
し
」
が
気
づ
い
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

傍ぼ
う

線せ
ん

の
近
く
の
み
を
探
す
の
で
は
な
く
、
物
語
の
展
開
を
意
識
し
て
答

え
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　
「
わ
た
し
」
の
目
か
ら
見
た
店
長
さ
ん
と
も
う
一
人
の
男
の
人
は
、

「
二
人
と
も
、
姿
は
人
間
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
今
度
は
、

着
ぐ
る
み
と
も
言
い
に
く
か
っ
た
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
る
か
ら
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
、店
長
さ
ん
の
姿
が
よ
く
見
え
な
か
っ

た
の
で
は
な
く
全
く
別
の
姿
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、
店
長
さ

ん
で
あ
る
こ
と
を
声
で
し
か
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

ア
は
「
い
つ
も
一い
っ

緒し
ょ

に
寝ね

て
い
た
。
…
」「
子
供
の
と
き
大
好
き
だ
っ

た
玩お
も
ち
ゃ具
。
夢
中
に
な
っ
て
…
」の
部
分
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
イ
は「
と

1
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う
と
う
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」
と
い
う
部
分
が
誤
り
で
す
。
ウ

は
「
目
が
取
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
遊
ば
な
く
な
り
」
が

誤
り
で
す
。
エ
は
「
チ
ヨ
子
と
遊
ん
だ
り
、
抱だ

い
て
寝
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
も
…
」
の
段
落
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

問
七　

　

１　

Ｂ
１
置
換

　
　

━
線
⑥
の
次
の
段
落
を
読
む
と
、少
年
が
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
、

ス
ニ
ー
カ
ー
と
い
う
、普ふ

通つ
う

の
服
装
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
指
定
の
字
数
で
表
し
て
い
る
の
が
「
と
っ
さ
に
わ
た
し
は

…
」
の
段
落
の
「
着
ぐ
る
み
に
も
玩
具
に
も
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
う

部
分
で
す
。

　

２　

Ｂ
１
理
由

　
　

人
々
が
着
て
い
る
着
ぐ
る
み
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
小
さ
い
こ
ろ

に
大
切
に
し
て
い
た
玩
具
や
今
大
切
に
し
て
い
る
玩
具
の
姿
な
の
で
あ

れ
ば
、
今
「
わ
た
し
」
の
目
か
ら
着
ぐ
る
み
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
人
は
、
み
な
大
切
に
し
て
い
る
玩
具
が
あ
っ
た
人
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
逆
に
着
ぐ
る
み
を
着
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
少

年
は
、
大
切
な
玩
具
が
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
「
わ
た
し
」
が
考
え
て
い
る
の
は
「
あ
の
子
に
は
、
小
さ
い

と
き
…
」
の
部
分
で
す
。
ち
な
み
に
、
少
年
が
履は

い
て
い
る
の
が
「
ブ

ラ
ン
ド
も
の
の
ス
ニ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
点
か
ら
、
彼
が
金
銭
的
に
豊
か

で
な
い
家
庭
で
育
っ
た
た
め
に
玩
具
が
与あ
た

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
さ
り
げ
な
く
読
み
取
れ
ま
す
。

問
八　

Ｂ
２
理
由
推
論

　
　

ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
を
通
し
て
見
る
と
、
万
引
き
を
し
た
少
年
と
そ

の
母
親
の
背
中
に
は
、
黒
く
て
気
持
ち
の
悪
い
手
の
よ
う
な
蜘く

蛛も

の
よ

う
な
も
の
が
見
え
ま
し
た
。
彼
ら
が
去
っ
て
い
っ
た
あ
と
、「
わ
た
し
」

は「
あ
の
母
子
の
背
中
に
く
っ
つ
い
て
い
た
、不
気
味
な
黒
い
も
の
。（
中

略
）
わ
た
し
た
ち
は
誰だ
れ

だ
っ
て
、そ
れ
に
憑つ

か
れ
る
危
険
が
あ
る
の
だ
。

そ
し
て
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
。
万
引
き
だ
っ
て
、そ
の
ひ
と
つ
だ
」

と
、
万
引
き
を
し
た
こ
と
と
黒
い
も
の
に
憑
か
れ
て
い
る
こ
と
に
因
果

関
係
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ほ
か
の
人
が
黒
い
も

の
に
憑
か
れ
て
い
な
い
理
由
を
「
身
に
ま
と
っ
て
い
る
着
ぐ
る
み
や
玩

具
た
ち
に
、
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
／
何
か
を
大
切

に
し
た
思
い
出
。
／
何
か
を
大
好
き
に
な
っ
た
思
い
出
。
／
人
は
、
そ

れ
に
守
ら
れ
て
生
き
る
の
だ
」
と
、
何
か
を
大
切
に
し
た
り
大
好
き
に

な
っ
た
り
し
た
思
い
出
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の

２
点
を
整
理
し
、
少
年
が
万
引
き
を
し
た
理
由
を
①
何
か
を
大
切
に
し

た
り
大
好
き
に
な
っ
た
り
し
た
思
い
出
に
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
あ

る
い
は
思
い
出
が
な
か
っ
た
）
た
め
に
②
悪
い
も
の
に
憑
か
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
、
と
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

※�

設
問
の
指
示
や
字
数
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱
字
が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ
あ
る

場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
解
答
の
説
明

に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
推
論
比
較

　
　

こ
の
ウ
サ
ギ
の
着
ぐ
る
み
を
通
し
て
人
々
を
見
た
こ
と
で
「
わ
た
し
」

が
何
を
得
た
の
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
何
か
を
好
き
に
な
っ
た
り
大
切

に
し
た
り
し
た
記
憶
が
、
悪
い
行
い
を
す
る
こ
と
か
ら
私
た
ち
を
守
っ

て
い
る
の
だ
と
わ
か
っ
た「
わ
た
し
」の
理
解
に
最
も
近
い
の
は
ウ
で
す
。
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�　

畑は
た

村む
ら

洋よ
う

太た

郎ろ
う

「
失
敗
学
の
す
す
め
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
失
敗
を
避さ

け
て
答
え
を
最
短
時
間
で
出
す
こ
と
を
重
視
し
が
ち
な
日
本
の
教
育
現
場

の
問
題
点
を
挙
げ
た
う
え
で
、
な
ぜ
失
敗
に
意
味
が
あ
る
の
か
を
述
べ
て

い
る
筆
者
の
主
張
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
置
換

　
　

直
前
の
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
や
、
あ
と
の
「
創
造
的
な
設
計
を

す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
失
敗
が
必
要
だ
」
な
ど
か
ら
、
失
敗
こ
そ
が

成
功
を
生
み
出
す
の
だ
と
い
う
筆
者
の
考
え
が
わ
か
り
ま
す
。
成
功
を

生
み
出
す
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
エ
の
「
母
」
で
す
。

問
二　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

接
続
詞
の
問
題
で
す
。
Ａ
は
「
創
造
的
な
設
計
を
す
る
た
め
に
は
、

多
く
の
失
敗
が
必
要
だ
」
と
い
う
言
葉
と
「
人
が
新
し
い
も
の
を
つ
く

り
だ
す
と
き
、
最
初
は
失
敗
か
ら
始
ま
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
で

す
」
と
い
う
理
由
を
つ
な
ぐ
部
分
な
の
で
、
オ
の
「
な
ぜ
な
ら
」
が
入

り
ま
す
。
Ｂ
は
創
造
力
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「『
日
本
人
の

欠
点
』
と
し
て
諸
外
国
か
ら
指し

摘て
き

さ
れ
」
て
い
る
こ
と
と
「
自
ら
も
自

覚
し
て
い
る
」こ
と
を
並へ
い

列れ
つ

的て
き

に
つ
な
い
で
い
る
部
分
な
の
で
ア
の「
ま

た
」
が
入
り
ま
す
。
Ｃ
は
「
ほ
か
の
人
の
成
功
事
例
を
マ
ネ
す
る
こ
と

が
、
成
功
へ
の
近
道
だ
っ
た
」
か
つ
て
の
時
代
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え

で
、
そ
の
マ
ネ
が
「
必
ず
し
も
自
分
の
成
功
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な

く
な
っ
た
の
が
い
ま
の
時
代
で
す
」
と
真
逆
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
エ
の
「
し
か
し
」
が
入
り
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
推
論
比
較

　
　
「
い
ま
の
日
本
の
教
育
現
場
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

━
線
①
の
段
落
と
、
そ
の
次
の
段
落
で
す
。「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」

「
失
敗
は
成
功
の
母
」
と
い
う
考
え
方
が
ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
ら
れ
ず
、

「
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
」「
失
敗
し
な
い
」
と
正
解
に
早
く
た
ど
り

着
く
方
法
ば
か
り
を
教
え
て
い
る
こ
と
や
、「
失
敗
経
験
を
通
じ
て
新

た
な
道
を
模も

索さ
く

す
る
、
創
造
力
を
培つ
ち
か

う
演
習
が
行
わ
れ
る
機
会
」
が
な

い
こ
と
を
筆
者
は
な
げ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
最
も
近
い
の
は
ウ

で
す
。

問
四　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　
「
そ
の
よ
う
な
時
代
」
の
指
す
内
容
は
、
直
前
の
「
ほ
か
の
人
の
成

功
事
例
を
マ
ネ
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
自
分
の
成
功
を
約
束
す
る
も

の
で
は
な
く
な
っ
た
の
が
い
ま
の
時
代
で
す
。
昨
日
ま
で
の
成
功
は
、

今
日
の
成
功
を
意
味
し
ま
せ
ん
」
か
ら
推お

し
量は
か

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
時
代
」
と
は
「
い
ま
の
時
代
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
昨
日
ま
で
の
成
功
」

が
「
今
日
の
成
功
を
意
味
し
」
な
い
、
つ
ま
り
成
功
と
さ
れ
る
も
の
の

価
値
基
準
が
日
に
日
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
時
代
と
い
う
こ
と
で
す
。

よ
っ
て
答
え
は
イ
に
な
り
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
で
き
れ
ば
身
に
つ
け
て
い
た
い
知
識
」
を
、
筆
者
が
「
自
分
が
新

し
い
企き

画か
く

を
考
え
る
と
き
の
様
子
」
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
述
べ
て
い
る

部
分
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
こ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
話

は
有
効
で
す
が
「
ど
こ
か
で
見
聞
き
し
た
企
画
」
に
し
か
な
ら
な
い
、

2

い
ま
の
学
校
教
育
と
か
つ
て
の
学
校
教
育

を
比
較
し
て
み
よ
う
。
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つ
ま
り
マ
ネ
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
「
こ
う
す
れ
ば
ま
ず

く
な
る
」
と
い
う
話
、
つ
ま
り
「
失
敗
話
」
が
欲ほ

し
く
な
る
も
の
な
の

だ
と
筆
者
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１
推
論

　
　

一
つ
目
の

１

は
、

━
線
④
の
「
陰い
ん

の
世
界
の
知
識
伝
達
」
に

続
い
て
「
…
に
よ
っ
て
、
ま
ず
く
な
る
必
然
性
を
知
っ
て
企
画
す
る
こ

と
は
、
人
と
同
じ
失
敗
を
す
る
時
間
と
手
間
を
省
き
、
前
の
人
よ
り
も

一
ラ
ン
ク
上
の
創
造
の
次
元
か
ら
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
あ
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
ぬ
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
続

い
て
こ
の
次
の
段
落
に
は
「
こ
の
陰
の
世
界
の
知
識
伝
達
に
は
、
さ
ら

に
別
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
の
で
、
二
つ
目
の

２

は
こ
の
後
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
表
面
的
な
知
識
し
か

身
に
つ
け
て
お
ら
ず
課
題
設
定
能
力
の
な
い
学
生
を
大
学
の
授
業
で
指

導
し
て
い
た
筆
者
が
、「
そ
の
中
で
予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
思

い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
経
験
か
ら
真
の
理
解
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
こ

と
の
有
効
性
に
気
づ
き
ま
し
た
」
と
し
て
い
る
部
分
か
ら
答
え
を
ぬ
き

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
七　

Ａ
２
知
識

　
　

水
に
石
を
投
げ
こ
む
と
波は

紋も
ん

が
広
が
る
よ
う
に
、
周
り
に
反は
ん

響き
ょ
う

を
呼

ぶ
よ
う
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
「
一
石
を
投
じ
る
（
投
ず
る
）」

と
言
い
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
推
論

　
　

筆
者
は
「
大
き
な
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
」
の
例
を
い
く
つ
か
具
体
的
に

挙
げ
、「
こ
れ
ら
の
事
故
に
対
し
…
」
の
段
落
で
、
事
故
は
日
本
の
技

術
基き

盤ば
ん

が
崩く
ず

れ
か
か
っ
て
い
る
か
ら
起
き
た
と
い
う
論
を
「
一
方
的
な

見
方
」
だ
と
批
判
し
、「
日
常
的
な
失
敗
と
の
つ
き
合
い
方
そ
の
も
の

に
問
題
が
あ
り
、
い
わ
ば
失
敗
と
う
ま
く
つ
き
合
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
事
故
」
だ
と
自
分
の
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
て
「
す
な
わ
ち
、
最
近
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
上
で
も

…
」
の
段
落
で
は
「
失
敗
と
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
く
こ
と
」
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　
「
人
の
心
は
…
」
の
段
落
か
ら

━
線
⑦
ま
で
の
、
失
敗
に
対
す
る

人
の
心
の
と
ら
え
か
た
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
の
内
容
を
読
み
取

り
ま
し
ょ
う
。
失
敗
は
人
に
と
っ
て
恥は

ず
か
し
く
知
ら
れ
た
く
な
い
も

の
で
す
。
本
当
に
失
敗
に
つ
い
て
は
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
り
見
え
に
く

か
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
聞
き
た
く
な
い
、
あ
る
い
は
見
た
く
な

い
と
思
う
か
ら
こ
そ
無
意
識
に
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
人
間

の
心
理
を
こ
こ
で
は
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
最
も
近
い
の
は
ア

で
す
。

問
十　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

失
敗
と
う
ま
く
つ
き
合
え
て
い
な
い
人
の
例
と
し
て
「
失
敗
を
怖お
そ

れ

る
あ
ま
り
、何
ひ
と
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
慎し
ん

重ち
ょ
う

な
人
」
と
「
失

敗
す
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
考
え
ず
、
ひ
た
す
ら
突つ

き
進す
す

む
生
き
方
を
好

む
人
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
人
は
行
動
し
な
け
れ
ば
…
」
の
段

落
か
ら
「
お
そ
ら
く
こ
の
人
は
…
」
の
段
落
ま
で
の
部
分
で
す
。
字
数

に
気
を
つ
け
て
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
十
一　

Ｂ
１
抽
象
化
比
較
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ア
の
内
容
は
「
こ
れ
と
は
正
反
対
に
…
」
の
段
落
と
合
っ
て
い
ま
せ

ん
。
イ
は
本
文
で
は
そ
も
そ
も「
必
要
な
失
敗
と
不
必
要
な
失
敗
が
あ
」

る
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
誤
り
で
す
。
ウ
は
選せ
ん

択た
く

肢し

の
「
失
敗

に
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
ず
情
報
共
有
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
創
造

性
を
高
め
て
き
た
諸
外
国
」
と
い
う
部
分
が
本
文
中
に
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
は
「
ま
た
人
が
活
動
す
る
上
で
…
」
の
段
落
か
ら
最
後
ま
で
の
内
容

と
合
っ
て
い
る
た
め
正
解
で
す
。

国語─解答と解説


	4回小6算数解説kk-web
	4回小6理科解説kk-web
	4回小6社会解説kk-web
	4回小6国語解説kk-web

